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Abstract Habitat, food plant, adult behaviour, transition of daily number in summer form adults 
and morphological characteristics of Neope niphonica niphonica Butler in Oguni-machi, Yamagata 
Prefecture, Northern Japan are reported. The food plant is Sasa heterotricha Koidzumi 
(Bambusaceae). The summer form adults emerge mainly in August and are in full activity in the 
evening. The morphological characteristics were summarized as four points. 
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は じ め に 








筆者 の 一 人 高橋 は , これ まで に 房総 半島 (高橋 ・ 青 山 , 1981, 1987, 1989), 佐渡 島 (高橋 , 1990), 屋久 

高橋 , 1991), BARI IL (高橋 ・ 淀 江 , 1992), 京都 府 大 江山 (高橋 , 1998 の の, サハ リン (高橋 , 1998 め ), 
よ び 石 川 県 金沢 市 (高橋 ・ 佐 藤 , 2002) の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ MAeope niphonica の 生態 的 知見 と 地理 
的 変異 に つい て 報告 し て きた が , この た び 山 形 県 小国 町 産 の 夏 型 に つい て の 観 窪 記録 と 地理 的 変異 
計測 用 の 材料 が 得 ら れ た の で , これ ら を も と に , この 地域 に 産 する 個体 群 の 特徴 に つい て 報告 する . 
筆者 の 一 人 草刈 は , 10 年 前 に 小国 町 沼沢 に 移住 し て 観察 を 行っ て きた が , 猛 著 だ っ た 今年 (2004 年 ) 
本 種 の 夏 型 の 発生 を 確認 し , 生態 的 知見 を 得る 機会 に 恵まれ た . 
この 報 文 の 生態 に 関す る 部 分 は 主として 草刈 に よる も の で あり , また 地理 的 変異 に 関す る 部 分 は 。 草 
刈 が 採集 し た ne 基づい て 高橋 が まとめ た も の で ある . この 報告 に 当たり , 本 種 の 食 草 と な っ て い 
る ササ 類 の 同定 を お 願い し た 仙台 市 野草 較 園 長 上 野 礁 規 氏 に < 深く お 礼 を 申し 上 げ る . 
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I. 生態 的 知見 


1. 生息 地 


山形 県 小国 町 間瀬 地区 内 の 遅 越 は , 荒川 の 上 流 , 間瀬 川 に より 浸食 きれ た 渓谷 地帯 に ある 標高 
320-350 m の 集落 で ある . わずか に 発達 し た 段丘 面 に 耕作 地 と 民家 が 点 在 し , 過疎 化 が 進行 し つつ も 。, 
現在 で も 生産 活動 が 営ま れ て いる . この 地域 は 新潟 県 と 山形 県 置賜 地方 と を 結ぶ 交通 の 要 所 と し て 
越後 街道 や 鉄道 (米坂 線 ) が 古く か ら 開 か れ , 開 瀬川 と 旧 国 道 と が 地形 に 応じ て 頻繁 に 交差 し あっ て 
いる . ここ に は ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ の 生息 地 と な る 落葉 広葉 樹 を 主 と し た 雑木 林 が 多く 見 られ , その 
食 草 と な る ササ 類 の 生育 に 好適 な 環境 が ほぼ 連続 的 に 創出 され , 維持 され て いる (Fig. 1). 


調査 地域 に お ける 山 の 南 斜面 は JR の 鉄道 防風 林 ( 約 30 年 生 ) と し て , また 北 斜 面 は 民有 林 で スギ の 
植林 地 ( 約 20 年 生 ) と し て 利用 きれ て いる . 植林 不能 な 急 崖 地 . お よび 鉄道 と 旧 国 道 に は さま れ た 間 
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Fig. 1. Habitat of Neope niphonica niphonica Butler. Sasa heterotricha vegetation and forest area 


seen along the rail road. 
Fig. 2. A space for adult activity with the food plant Sasa heterotricha. 


Fig. 3. A male settling on the trunk of Castanea puvinervis. 
Fig. 4. A mark of the egg cluster and a feeding vestige of the Ist instar larva of Neope niphonica 


niphonica Butler on a leaf of Sasa heterotricha. 
Fig. 5. An egg cluster of Neope niphonica niphonica Butler on a leaf underside of Sasa hete- 


rotricha. 
Figs 6-7. Dead eggs of Neope niphonica niphonica Butler, probably, parasitized by Trichogramma 


sp., Hymonoptera. 
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Fig. 8. Transition of daily number in Neope niphonica niphonica Butler, summer form adults in ac- 
tivity at Numazawa, Oguni-machi, Yamagata Prefecture, from the end of July to the middle 


of September, by K. Kusakari. ©: male captured; @: female captured; X: individual wit- 
nessed; - - - accumulated number of individuals captured. 
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Figs 9-14. Neope niphonica niphonica Butler, summer form, from Numazawa, Oguni-machi, 
Yamagata Prefecture, collected by K. Kusakari in 2004. 9. 7, Aug. 12, FL 33.6 mm, MI=5. 
10. Ditto, underside. 11. 7, Aug. 12, FL 36.2 mm, MI=3. 12. Ditto, underside. 13. 7, 
Sept. 10, FL 35.6 mm, MI=8. 14. Ditto, underside. 


瀬川 沿い に は , 高木 層 と し て , コナ ラ , クヌギ, クタ クリ, ホウ ノ キ , オニ グ ルミ , RFE? F, ヤナ ギ 類 , シナ 
ノ キ , オオ ヤマ ザク ラ , ウ ワ ミ ズ ザ クラ , ヤマ モミ ジ , イタ ヤ カ エ デ , IRF, ミズ メ な ど , 低木 層 に タ 
ニ ウ ゥ ウツギ, ノリ ウツ ギ , リョ ウブ , オオ バク ロモ ジ , ツノ フ ハ シバ ミ な ど が 生育 する . 鉄道 や 旧 国 道 治 い 
は スス キ , クズ , ヨモギ 類 . オオ イタ ドリ , アカ ソ , ワラ ビ な どの 草本 が 生育 する が , その 中 に 割っ て 入 


る よう に ク テ ガ ワザ サ が 処 々 に 群落 を 形成 し て いる . 間瀬 川 に 沿う 段丘 面 は 高木 層 を 伴 な う 藻 暗い 













































































NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


96 


環境 で ある 


の 堆積 地 に も ササ 類 の 





こと が 多く , タテ ガワ ザ サ の 葉 裏 か ら 時 折 ク ロ ヒ カゲ の 幼虫 
EID Fb ALA (Fig. 2). 
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この 地域 に 自 
い 人 に 依頼 され , 6 月頃 に 
路 内 に 侵入 し な いよ う , 
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民 が 「 笹 巻き ] 用 に 利用 する と と も に 
副業 の 一 つと し て 収穫 する 人 も いる . 一 方 , 鉄道 線路 沿 V 





が 発見 され る . 雪崩 和 斜面 下部 





ELC, その うち 数 頭 を 採集 で きる 程度 確認 し て いる が , それ ほど 個 
た 夏 型 は , 春 型 に 比べ て 多く の 個体 が 確認 
日 国道 谷 い に ある 炭焼 小屋 まで の 約 530 m の 
| を は さん で , 旧道 の 対岸 に 














ある 鉄道 線路 側 の 約 300 m の 
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j『 を くり 出し て 除草 剤 の 散布 も 行わ れ て いる . Bane ene 
この 地域 の 異な る 群落 か ら 得 た 3 検体 を 上 野 雄 





規 氏 に 





の 特徴 か ら . チ ナマ キザ サ 節 の ク テ ガ ワザ サ Sasa heterotricha Koidzumi と 同定 され た . 





で 分 岐 し て いる . 
長毛 と 逆 向 
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この ササ の 主要 な 分 布地 域 
いる (鈴木 , 1978). 
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東北 地方 の 


し た ヤマ キマ ダラ ヒビ カゲ 夏 型 47 頭 の ほか に 
D, この 種 の 個体 密度 は きわ め て 低い も の と 考え られ る DT, 2it5 OF 











日 本 海 側 で . その 基 産 























地 は 石川 県 』 











み ら れ る 独 塊 の 付着 # 








日 に 


, まだ 財 化 し て いな い 8 個 の 卵 か ら な る 1 卵 更 を. クリ 林 の 林 床 に 自生 する ク テ ガ ワ 
裏 か ら 発 見 し た (Fig. 5). この 8 卵 の うち 7 卵 は 9 
お , 今回 採集 





月 15 日 に いっ せい !【 





ヒ カ ゲ の も の と みて , まず まち が いな いも の と 思わ れる . 


以上 の ほか に , 卵 の 大 きる か ら ヤ マキ マダ ラ ヒ カ ゲ の も の と 
生 蜂 の 寄生 に より 死亡 し 


が , これ ら は 
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3. 成虫 の 日 周 活動 
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PEATE 


Bona RE LIY 
た も の と み ら れ る (Figs 6-7). 
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BE の も の と 思わ れる 食 痕 を も つ 葉 身 を 
良 を 確認 し た (Fig. 4). 1 卵 塊 中 の 卵 数 
が も っ と の L309NC, 他 は 十 数 卵 ず つ で あっ た . 民 9 月 10 


は , A ARROUND SEO 
Oe 
に 失敗 し た . る 

ヒ カ ゲ 1 ィ が 得 ち れ て いる 
の 付着 痕 は ヤマ キマ ダラ 
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8 月 上 旬 に は , 早 
られ た が , 高橋 ・ 





いも の で は 朝 6 











よう な 行動 は 観察 で き な か っ た . EK, 






















































































時 30 分 頃 か ら 笑 動 を 始 
佐藤 (2000) が 人 金沢 市 産 に つい て 報告 
高橋 ・ 


D, 多く は 8 時 台 に 
し た よう な , 朝 5-6 時 に 























青山 (1987) が は じ め て 報告 し , 高橋 ・ 佐 藤 (2002) も 確 

















活発 に 飛び まわ る が 見 
< 活発 に 飛び 回 る と いう 
































また 樹冠 を 探る よう な 飛翔 中 


後 4-5 時 の 問 , 9 月 に 入る 
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こ か ら み 合い な が 


認 し た , 樹幹 の まわ り を らせん 状 【 に 上 具 、 樹 刺 か ら 離 れ て 下降 する と いう 行動 は 、 旧道 沿い の クリ の 
樹幹 で 見 る こと が で きた . 

調査 地域 に お いて 見 られ た 夏 型 成虫 の 行動 を パタ ー ン 化す る と , 8 月 中 は 午 

と 午後 3-4 時 の 問 に, 樹種 を 問わ ず に 樹冠 を 探る よう に し て ゆっ くり 飛翔 し , ある 一 定 の 高 さ に 達 す 
る と すばやく 隆 下 する と いう も の で ある . その 隆 下 の の ち に > お そら くす と 』 
AA に 飛翔 する も の も 何 例 か 観察 し た . 

落下 中 の 黄色 の 葉 に か ら み つく 行動 も 見 られ た . 

9 月 9 日 の 午後 4 時 3S0 分 , 自宅 か ら 炭 焼 小屋 間 で コナ ラ の 大 木 か ら 2 頭 が まん じ 状 

ら 路 上 に 接触 し た 状態 で 静止 し た . 捕虫 網 を と り に 戻る 間 も 路 上 で 動か ず 











樹 上 で 交尾 し て いた 可能 性 が 高い . 











9 月 12 日 , 
川岸 に 生え た トチ ノ キ 
た (Fig. 2). この 個体 は 


ルー ト セ ン サ ス の 
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折返 し 地点 で ある 間瀬 川 に 
飛び た ち , ARVADA 
日 中 樹 間 で 休息 し て いた も の と 推定 され る . 
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に いた が , ペア で あっ た . 





架かる 鉄橋 上 (地上 約 10 m) で , 午後 3 時 ご ろ 
こ 静 止 し た が , 約 2 分 後に 


飛び 去っ 
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日 中 . と くに 午前 中 は 路 修 の 茂み な どか ら 人 の 気配 を 感じ て 飛び た ち , また すぐ 近く に 静止 する と い 
う 行動 が 多く , この た び 得 た 個体 の 多く は この よう な 場合 に 捕獲 し た も の で ある . 夏 型 成虫 の 食物 と 
し て 樹液 が 知ら れる が , 樹液 の 発生 場所 は 確認 で き な か っ た . 人 の 汗 を 吸い に 来 た と み ら れ る 行動 を 
観察 し て いる . 


この 地域 の ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ は , 垂直 的 に は ク テ ガ ワザ サ の 生育 する 間瀬 川 を 断面 の 底辺 と し , M 
ORD |, 十 数 メー トル の 和男 囲 の 立体 的 空間 を 行動 彫 と し て 利用 し て いる と みる こと が で きる 
だ ろう . 水平 的 に は 間瀬 川 に 沿っ て 素早 い 動き で 下流 に 向っ て 飛ぶ 個体 も 確認 し て いる . 


4. 成虫 の 出現 期 と 生活 史 


春 型 の 出現 は , この 地域 で は サカ ハチ チョ ウ の 春 型 と ほぼ 同じ か , また は や や 早く , エゾ ハル ゼミ の 
初 鳴き と も 一 致し , ウス ババ シロチョウ や クロ ヒヒ カゲ の 出現 より も 数 日 早い よう で ある .1997 年 の 例 で 
は , 本 種 は 5 月 18 日 に 初見 , 次 いで 21 日 に 目撃 し た (ウス バシ ロ チ ョ ウ の 初見 は $ 月 22 H). 2000 年 に 
は 3 月 31 日 に 自宅 内 に 迷 入 し た も の を 確認 し た (この 年 は ウス バシ ロ チ ョ ウ と 一 致 ). 


夏 型 に つい て は , これ まで の 10 年 間 で 目撃 し た こと が な く , 仮り に 部 分 的 な 羽化 は 見 られ て も , 完全 
2 化 と み ら れ る 現象 は 存在 し な か っ た . LAL, 2004 年 に ee ae 
た . これ は この 年 の 夏 の 高温 に も と づく も の で ある か も し れ な い . この 年 の 夏 型 の 初見 日 は 7 月 30 日 
で , サ カ ハ チ チョ ウ 夏 型 の 初見 と アブ ラ ゼ ミ の 初 鳴き と 同一 日 で あっ た . 


季節 の 移り 変わ り と 採集 個体 数 (お よび その 累計 ), 日 撃 個体 数 を Fig. 8 に 示し た . この 図 で は 8 月 20 
日 前 後 の $ AACA DH V, これ は 大 雨 や 旅行 に よる 不在 な ど に よる も の で ある が , 17, 20, 21 日 に 
は 見 る こと が で き な か っ た . これ に は それ まで の 捕獲 が 関わ っ て いた の か も し れ な い . な お , 調べ た 
範囲 で の その 抱卵 数 (成就 卵 ) は つぎ の と お り で ある . 


VII-12 12 (205), VHI-13 12% GOSH), VIHIL-22 1 (25 卵 ), VIII-26 1\ (19 卵 ) VIN-28 12 (98H), 
VIIL-30 1* (058), IX-1 2% (1598 & 75), IX-8 1 (098), IX-9 2 $ (450 & 109), TK-13 12 (59H). 








































































































































































































































































































II. 地理 的 変異 

















1. 材料 と 方 法 
計測 に 用 いた の は つぎ の 31 マ 16 そ で , いずれ も 山形 県 小国 町 沼沢 習 越 で 2004 年 8-9 月 に 得 ら れ た も 
の で ある 


計 31 マ : 4 ご VIU-4, 3 7 VIL-5, 1 * VUI-6, 1 マ VIH-7、1 マ VILL-9.3 7 VHI-10, 3 3 VIN-12, 4 2 VI-13, 2 
¢ VIUN-16, 2 ご VOI-25, 1 # VIU-27, 1 # VUI-28, 1 # IX-1, 1 TX-3, 1 7 IX-6, 1 7 IX-8, 1 7 IX-9. 
arl6 %: 1% VII-12, 1? VUI-13, 1? VIII-22, 1? VIN-26, 2 ? VII-28, 1 2 VII-30, 1 #, VIII-31, 2 $ IX- 
1,1 $ IX-8, 2 #, IX-9, 1 そ IX-10, 1 ¢ IX-14, 1 1 IX-16. 























率 本 の 計測 に は ノギス を 用 い , 0.1 mm の 単位 で 表示 し, 平均 億 と 誤差 範囲 2xSD//n) で 示し た . な 
B, 数 値 の 表示 は , 高橋 ・ 青 山 (1981), 高橋 (1990, 1991, 1992) な どの 方 法 に し た が っ た . 


2. 各 形質 の 特徴 
夏 型 へ? の 特徴 は つぎ の と お り で ある .Table 1, Figs 15-19 を 参照 され た い . 


1. HS [FL] (mm): 34.4 + 0.38 (n=31), そ 35.7 + 0.78 (n=16). プ キ と も に ほぼ 中 程度 の 大 き さ で 房 
総 半島 産 よ り も 大 型 で ある が , 金沢 市 産 な ど に は 及ば な い . 

2. [FL]: 63.6 ェ 0.62 (n=31), 2 63.2 + 1.12 KM つぎ の 項目 3 と と も に 前 次 が 縦長 か 横長 か を 示 
す 指 標 で 一 般 に そ キ で は 低く な り , その 前 問 は や や 横長 の 傾向 を 示す . 小国 町 産 で は と くに 著 し 
ゆい 特徴 を 示さ な い . 

3. Ib/FL]: 769.1 + 0.55 (n=30), $74.9 + 0.80 (n=16). や で は 著しく 大 き な 値 と な り ,\ の 前 次 は 横長 の 
傾向 を 示す . キ の 数 値 は 箱根 山 の 75.7, 房総 半島 産 の 75.1 な ど と と も に か な り 高 い 部 類 に 属す 
る . 

4. [c/FL]: の 22.3 + 0.99 (n=31), 2 24.7 + 0.59 (n=16). 前 郊 表 面 最大 明 色 斑 (第 2 室 ) の 大 き さ を 示す. 〆 
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Table 1. Geographical variation of wing shape and colour pattern of Neope niphonica Butler. 














Locality (Prefecture) n FL a/FL b/FL c/FL dFL f/FL fe BS YS gFL gh MI 
Male 

Oguni (Yamagata) 26-31 34.4 63.6 69.1 22.3 49.6 21.3 72.3 19.0 3.3 15.9 64.3 4.0 
Mt Tsukuba (Ibaraki) 16 33.2 649 69.8 22.6 52.2 20.7 72.7 94 38 149 743 8.8 
Kanazawa (Ishikawa) 83-87 36.4 63.8 68.8 23.7 48.6 23.1 74.7 15.3 47 14.7 64.3 3.0 


Bôsô Peninsula (Chiba) 85-95 32.3 65.6 70.4 24.6 52.0 23.1 68.7 63.5 86 145 63.4 4.2 
Mt Hakone (Kanagawa etc.) 32-36 32.9 63.7 70.5 22.3 49.8 21.4 71.1 17.6 0.3 161 71.6 9.1 


Mt Daruma (Shizuoka) 61-95 33.7 63.9 69.9 224 49.6 19.8 68.0 15.8 0.8 15.5 70.8 11.3 
Mt Amagi (Shizuoka) 33 334 64.5 69.8 21.9 503 19.5 66.9 18.2 0.6 15.9 71.4 10.2 
S. Japan Alps (Shizuoka etc.) 66-71 35.2 64.8 69.8 23.3 49.8 22.0 72.3 23.9 1.7 15.8 704 9.5 
Mt Oe (Kyéto) 37-39 36.0 63.7 68.2 22.1 494 21.4 72.7 19.2 62 145 695 6.0 
Mt Sambe (Shimane) 32-47 36.7 65.3 68.1 21.9 49.4 20.8 69.9 12.0 7.2 146 66.1 3.9 


Mt Kirishima (Kagoshima) 13-34 34.0 63.1 68.8 23.4 49.6 22.3 71.4 39.7 5.0 16.2 75.2 11.6 
Yaku Island (Kagoshima) 13-15 31.1 64.9 69.8 23.7 48.9 22.7 72.7 80.8 10.0 16.5 73.7 87 


Female 
Oguni (Yamagata) 14-16 35.7 63.2 74.9 24.7 53.1 22.7 74.5 2.5 10.7 16.2 64.8 4.3 
Kanazawa (Ishikawa) 27 38.5 62.2 74.5 25.1 54.2 24.2 76.8 61.1 16.3 15.0 62.8 3.0 


Bôsô Peninsula (Chiba) 17-22 33.6 63.7 75.1 25.9 56.2 23.1 77.9 90.9 12.0 148 62.5 3.7 
Mt Hakone (Kanagawa etc.) 7-12 34.6 62.0 75.7 23.2 52.6 22.0 76.2 55.6 89 15.8 70.5 8.0 


Mt Daruma (Shizuoka) 18-26 35.2 62.0 74.2 23.4 51.9 21.4 69.5 53.8 7.5 16.0 70.2 9.7 
Mt Oe (Kyôto) 9 38.0 63.8 72.9 23.3 52.4 22.2 72.9 77.8 16.7 149 67.3 4.7 
Mt Sambe (Shimane) 13 384 63.5 74.0 23.8 52.6 21.3 71.8 346 17.0 14.6 64.2 4.3 


Yaku Island (Kagoshima) 28-38 31.6 62.7 74.2 25.4 49.9 23.5 76.8 93.2 11.2 164 727 9.5 

















Locality (Prefecture) 31 32 33 34 35 36 37 . 28 39 
1 ae | os 1 | 

BSgG Peninsula (Chiba) me 632,340.16 (n=95) 

Mt Daruma (Shizuoka) wes 33.70.21 (n=95) 

Oguni (Yamagata) ome 34,4 +0.38 (n=31) 

S.Jap-Alps(Shigzuoka etc.) mmo 3520.34 (n=71) 

Kanazawa (Ishikawa) mes 36.44+0.20 (n=87) 


Mt.Sambe (Shimane) wus 36.70.24 (neh?) 










Yaku Is. (Kagoshima) enone 316 -50.52 (n=28) 


Bés6 Peninsula (Chiba) mune 33.64-0.45 (n=18) 

Mt.Daruma (Shizuoka) -m 35,340.45 (n=26) 

Oguni (Yamagata) -m 35,740.78 (n=16) 
Mt.Sambe (Shimane) 38.4 +0.90 (n=13) en 


| Kanazawa (Ishikawa) 


358.540.5353 (n=27) —_ 


Fig. 15. Forewing length (mm) of Neope niphonica Butler, summer form. (FL) [M+2SD/,/n]. 




















で は 伊豆 天城 山 の 21.9, 島根 県 三瓶 山 産 の 21.9 と と も に きわ め て 低い 値 を 示し , MARKAH 
色 斑 列 が 発達 し な いこ と を 意味 する が , ゃ * で は 中 程度 の 値 . 
5. [dFL]: 749.6 + 1.28 (n=29), ? 53.1 + 0.73 (n=16). WA ARED HERD REER TET, oN b 
























































ほぼ 中 程度 の 値 . 
6. [FL]: 7 21.3 + 0.50 (n=29), # 22.7 + 0.85 (n=16). 後 次 表面 の 明 色 斑 の 発達 を 示す 指標 で . プ キ と も 
に ほぼ 中 程度 の 値 を 示す . 
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Bosô Peninsula (Chiba) mos 50.24 (n=95) 
Kanazawa (Ishikawa) ooo 14,740.29 (n=84) 
2 Mt.Daruma (Shizuoka) ome 15.50.30 (n=95) 
S| Oguni (Yamagata) 15.9+0.57 (n=30) mem 
S.Jap. Alps (Shizuoka etc.) 15.80.31 (n=71) ーーーーーーー 


16.50.55 (n=13) qe 
epee TE REE I 14.6+0.89 (n=13) 






Yaku Is. (Kagoshima) 





Mt.Sambe (Shimane) 





Bés6 Peninsula (Chiba) e 1 80.57 (n=18) 
Kanazawa (Ishikawa) nn 15.00.66 (n=27) - 
Mt.Daruma (Shizuoka) 16.00.59 (o=27) memme 
Oguni (Yamagata) 16.2 土 0。61 (ns16) mmm 
Yaku Is. (Kagoshima) 16.40.42 (n=27) —_——Jme_ 








Fig. 16. Outside diameter of eye spot in space 2 of hindwing upperside/Forewing length of Neope 
niphonica Butler, summer form. (g/FL) IM+2SD// ヵ ]. 


Locality (Prefecture) 3 4 5 6 9 8. 9 10 11 32 
L 


Kanazawa (Ishikawa) ment 3,040.38 (n=85) 


Mt.Sambe (Shimane) -m う 。9 十 0.60 (n=49) 
4 Oguni (Yamagata) e +0270 (n=26) 
. Boso Peninsula (Chiba) mm 20.50 (nm=96) 
Mt.de (Kydto) -n 6,0-0,56 (n=39) 
Mt.Daruma (Shizuoka) 11 。 う 土 0 ぃ 4 (n=94) ーー 一 
Kanazawa (Ishikawa) sme 20 土 0.28 (n=27) 
Bôsô Peninsula (Chiba) wee 3,7+0.33 (n=18) 
3 | Oguni (Yamagata) -m 5155 (n=16) 
E Mt.Sambe (Shimane). „e 0.95 (n=13). 
Mt.de (kyôto) -= 7-1 0.63 (ns9) 
Mt. Daruma (Shizuoka) 9.740,83 (n=27) ーーー ニー ニーーー 





Fig. 17. Melanization Index (0-18) of wing underside of Neope niphonica Butler, summer form. 
(MD[M ょ 2SD// ヵ ]. 

















7. [fe]: 472.3 + 1.78 (n=28), $ 74.5 + 2.20 (n=16). 後 次 表面 外縁 部 の 黒色 常 の 発達 を 示す 指標 で , 数 
値 が 高い ほど 黒色 帯 が 狭く な る こと を 示し , と くに 佐渡 島 産 春 型 で は この 数 値 が 着 し く 高 い 
(高橋 , 1990). 小国 町 産 で は と くに 目立っ た 特徴 は 見 られ な い . 

8. [BS]: 719.0 (n=29), そ 2.5 (n=16). 前 次 1b 室 明 色 斑 中 に 黒 斑 が 現れ る 個体 の 比率 (%). サト キマ ダ 
ラ ヒ カ ゲ で は は ほとん どの 個体 の この 部 分 に 黒 斑 が 現れ る . の 場合 は 普通 の 値 を 示す が , FO 
2.5 と いう 値 は 夏 型 の と し て 他 に 例 を 見 な い 著 し く 低 い 値 と し て 注目 され る . 

9. [YS]: 3.3 (n=30), 4 10.7 (n=14. HZ SICH CR) の 現れ る 程度 を 0-20 の 数 値 で 
示し , 一 般 に そ や は ず の よ り も 高く な る . プ ャ と も に いく ら か 低い 値 を 示す が , これ ら の 数 値 に 著 レ し 
い 特 徴 は 見 られ な い . 

10. [g/FL]: 7 15.9 + 0.57 (n=30), ¥ 16.2 + 0.61 ( ヵ =16). 後 翔 裏 面 最大 の 眼 状 紋 の 大 き さ を 示し , 一 般 に 夏 
型 は 春 型 より も 高い 値 を 示し , また そ で は より も 高く な る . 小国 町 産 は の 〒 と も に 著しい 特徴 
は 見 られ な い . 

11. [h/g]: 764.3 + 1.42 (n=30), 2 64.8 + 2.49 (n=16). 項目 10 に 当たる 有 眼 状 紋 周囲 の 明 色 環 の 厚 味 を 示 
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Locality (Prefecture) 9 10 ag Z 40 50 60 70 80 30 
Mt. Tsukuba (Ibaraki) 9.4 (ns16) 
Mt.Sambe (Shimane) 12.0 (n=46) 
Kanazawa (Ishikawa) 15.3 (n=31) 

3 Oguni (Yamagata) 19.0 (n=29) 
S.Jap. Alps (Shizuoka) 23.9 {n=71) 
Bôsô Peninsula (Chiba) 63.5 (n=95) 
Yaku Is. (Kagoshima) 80.8 (n=13) 
Oguni (Yamagata) 2.5 (n=16) 
Mt.Sambe (Shimane) 34.6 (n=13) 

o | Mt-Daruma (Shizuoka) 53.8 (n=25) 

y Kanazawa (Ishikawa) 61.1 (n=27) 

et 


Mt.de (Kyoto) 
Bés6 Peninsula (Chiba) 


Yaku Is. (Kagoshima) 







77.8 (n=9) 


93.2 (n=37) 





Fig. 18. Number of individuals bearing black spot in ochreous patch in space 1b of forewing up- 
perside (%) of Neope niphonica Butler, summer form. 





Fig. 19. Diagram of morphological characteristics of Neope niphonica niphonica Butler, summer 
form. © FL, © a/FL, © g/FL, © f/FL, © MI, © b/FL, O h/g, © f/e. a-c: male; d-f: fe- 
male. a, d: Oguni-machi; b, e: Kanazawa-shi; c: South Japan Alps; f: Mt Daruma. 














L, 数 値 が 大 きい ほど 厚 味 に 乏しく 薄 味 が 強い こと を 意味 する . の で は 房総 半島 産 の 63.4, SIR 
市 産 の 64.3. や で は 同じ く 房 総 半島 産 の 62.3, 金沢 市 産 の 62.8 な ど と と も 














に 低い 数 値 を が し , そ 

















薄 味 が 憶 い . す な わ ち 厚 味 が 強い こと を 意味 し て いる . 
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この 数 値 は 一 般 に 春 型 で 高く , 夏 型 で 低く な っ て いる が , 発育 期 の 温度 に 関係 する の で , 同じ 夏 
型 で も その 年 の 気候 に よっ て 多少 変化 する 可 # Hei boo OL ELLE CL ZOR 
値 が 例年 の 値 よ り も 低く な っ て いる 可能 性 が ある . 
a ? 4.0 + 0.70 (n=26), 2 4.3 + 1.53 (n=16). 裏面 の 9 部 位 の 黒 化 を 0, 1,2 CRL, これ 
合計 し た 数 値 で , 0-18 の 19 段階 で 表わす . 一 般 に 春 型 で 高く , 夏 型 で 低い . 発育 期 の 温度 の 
2 De ず で は 金沢 市 産 の 3.0, 島根 県 産 折 山 産 の 3.9 な ど と と も に , そ で は 金沢 市 産 の 
3.0, 房総 半島 産 の 37 な ど と と も に 低い 値 を 示し , プ \ と も に 裏面 の 色調 が 明る いこ と を 示す . 


3. 地理 的 変異 の 全体 的 な 特 和 
山形 県 置賜 郡 小国 町 沼沢 遅 越 産 や ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 夏 弄 に は , 本 種 の 夏 型 と し て つぎ の よう な 特徴 



































































































































上 の 項目 2 で 示し た 12 の 形質 に 関す る 特徴 を まとめ て みる と , これ ら の 中 で も っ と も 際立っ た 特徴 
を 示す も の は , その 前 超 1b 室 中 に 黒 斑 の 現れ る 個体 が きわ め て 少な いこ と で ある . その ほか に あま り 
目立っ た 特徴 は 認め られ な い が , その 前 次 の 次 型 が や や 横長 と な る こと , 後 次 裏 面 第 2 室 目 状 紋 周囲 
の 明 人 色 環 の 厚 味 が や や 厚い こと , さら に は 黒 化 指数 が 低く , 裏面 の 色調 が 明る いこ と な ど が , COM 
域 に 生息 する ヤマ キマ ダラ ヒ カ ゲ 夏 型 の 特徴 と いえ る で あろ う . 


な お , 上 記 の 教 値 に は 含ま れ て いな い が , この 地域 の も の は , 金沢 市 産 の よう に 前 後 超 衰 面 外縁 部 が 
里 化 せ ず , この 点 で は 南ア ルプ ス や 伊豆 ・ 箱根 地方 な ど 本 州 中 部 産 と の 共通 性 を 示す . また 前 後 翔 表 
面 の 閉 脈 上 の 明 色 條 が 細い こと も 後者 と 共通 し て いる 
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Summary 


ュー 


. The authors report results of ecological observations and geographical variation in summer form adults of 
Neope niphonica niphonica Butler from Oguni-machi, Yamagata Prefecuture, Northern Japan. 

2. This species is seen in the low mountain area around Numazawa, Oguni-machi and inhabits deciduous 
broad leaved forest and its vicinity. 

3. The food plant in this area is Sasa heterotricha Koidzumi (Bambusaceae). 

4. The summer form adults rest in the daytime among woods. They fly actively in the evening through the 
canopy and suddenly fly down near the ground. That activity was observed from 4 to 5 o’clock in August 
and from 3 to 4 o’clock in September. 

5. In this area, spring form adults appear in late May, while summer form adults emerge mainly in August and 
are seen from the end of July to the middle of September. 

6. Summer form adults emerged abundantly in the year 2004, while there were none in the last ten years. 

7. Morphological characteristics of the summer form of this population are as follows: 

a. In the female, the black spot in the ochreous patch in space 1b of the forewing upperside is almost absent. 





NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 











102 高橋 真弓 ・ 草 刈 広 














b. The forewing shape of females is somewhat elongated laterally. 
c. The ochre yellow ring of the eyespot of the hindwing underside is rather thickened. 
d. The colouration of the wing underside is considerably paler. 
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